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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、歌唱における生徒自身の内的フィードバック能力（自分自身の歌唱
の音高・音程があっているかどうかについての認知）向上と生徒の心理面に着目して、中学生の自己肯定感向上
に繋がる音痴克服のための歌唱指導法に関する実証的研究を行うことである。中学生を対象とした実態調査から
は、中学生の約５割が自分自身を音痴だと思っており、音痴意識と内的フィードバック能力との関連もみられる
ことが明らかとなった。また音痴意識を持つ中学生を対象とした歌唱指導の実践においても、内的フィードバッ
ク能力の向上が、歌うことへの自信に関係することが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study to perform a substantial study on singing 
instruction method for overcoming "onchi" leading to improvement of self-esteem of junior high 
students focusing on improvement of students' ability to give internal feedback (recognition of tone
 and pitch of own singing) and their psychological status. A factual survey for junior high students
 has revealed that approximately 50% of junior high students think that they are "onchi" and 
relationship between awareness of "onchi" and ability of internal feedback. Further, it has also 
been suggested in the practice of singing instructions for junior high students having awareness of
 "onchi" that improvement of ability for internal feedback leads to confidence on singing

研究分野：音楽教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
中学校では、音楽の授業だけでなく、校内合唱コンクールなど他者と歌う機会が多々あるにもかかわらず、音痴
克服に向けた具体的指導法がなかった。本研究により、中学生自身の音痴意識と内的フィードバックを中心とし
た歌唱技能についての実態を明らかにすることができた。さらに、内的フィードバックに着目した歌唱指導を行
うことが、生徒自身の歌うことへの自信に繋がる可能性が示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
中学校では、音楽の授業だけでなく、校内合唱コンクールなど他者と歌う機会が多々ある。一
方、成人を対象とした質問紙調査からは、自分自身を「音痴」だと思うようになった時期として、
「中学生の頃」が最も多いことが明らかとなっている(小畑 2007)。また、小学校における縦断
的歌唱調査からは、６学年２月の卒業直前の段階でも約 25％の児童が内的フィードバック（自
分自身の歌唱の音高・音程が合っているかどうかの認知）ができないことが浮き彫りとなった
(Obata 2013)。これらの結果から、中学校でも歌唱時に内的フィードバックができず、不安な状
態で歌っている生徒がかなりの割合いると考えられる。しかし、中学生を対象とした内的フィー
ドバックに関する調査は実施されておらず、さらに中学生の歌唱における音痴意識に関する実
態調査もなされていない。 
児童の歌唱に対する意識調査では、内的フィードバックは、歌唱活動における意欲、自信、自
己肯定感に強く関連することが示唆された(Obata 2012)。内的フィードバックができない生徒
は、思春期の変声の問題以上に、他者と声を合わせて歌えたという達成感が得られず、劣等感を
持つことになりかねない。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、歌唱における生徒自身の内的フィードバック能力向上と生徒の心理面に着
目して、中学生の自己肯定感向上に繋がる音痴克服のための歌唱指導法に関する実証的研究を
行うことである。具体的に以下の３項目を実施する。 
(1) 研究協力校（Ａ中学校）の全校生徒を対象に、自身の歌唱における音痴意識の調査と内的フ
ィードバック能力を中心とした歌唱技能の調査を行う。 
(2) さらに調査対象年齢を拡大し、複数の小学校（高学年）・中学校において、歌唱に関する意
識についての実態調査を行う（一部の小・中学校では、歌唱の内的フィードバック能力の調査も
実施）。なお、(1)の調査において、本研究開始当初は予想していなかった結果が得られたため、
Ａ中学校特有の結果であるのか、他の中学校でもみられる傾向なのかを明らかにするため、(2)
の調査を追加した。 
(3) (1)(2)で得られた結果と本申請者が開発した内的フィードバック向上のための指導法（小
畑 2017）を基に、「音痴」意識を持ち、歌唱指導を受けることを希望する中学生を対象とした歌
唱指導を実践し、生徒の歌うことに対する認識や歌唱行動の変化について、質的な分析から明ら
かにする。 
 
３．研究の方法 
(1) 中学校２校でのフィールド調査、予備調査を経て、宮城県のＡ中学校全校生徒約 300 名を対
象に、生徒の内的フィードバック能力を含む歌唱技能に関する個別調査と音痴意識に関する質
問紙調査を実施する。個別の歌唱調査は、小学校での縦断的な歌唱調査での方法（Obata 2013）
を用い、音痴意識に関する質問紙調査については、本申請者が開発した音痴意識を問う質問紙調
査（小畑 2007; Obata 2012）を基に作成する。 
(2) 宮城県と千葉県の国公立の研究協力校において、音痴意識に関する質問紙調査を行う。調査
は、発達的特徴も明らかにするため、対象年齢の幅を広げ、小学校５・６年、中学校１～３年の
５学年、合計約 1000 名を対象とする。 
(3) 宮城県の研究協力校（Ｂ中学校）において、音痴意識を持ち、歌唱指導を希望する中学３年
生約 10 名を対象に、歌唱の個別指導、並びにグループ指導を実践する。まず、同校において、
同学年の２クラス分の生徒（約 70 名）を対象に、小畑（2017）を基にした約１時間の「音痴」
克服をテーマとしたワークショップを実施する。ワークショップの前後に行った質問紙調査の
結果を検討し、Ｂ中学校の音楽教諭と相談の上、指導対象となる生徒を決定する（上記の方法か
ら 11 名が指導対象者となった）。 
 
４．研究成果 
(1) Ａ中学校の全校生徒を対象とした自身の歌唱に関する音痴意識と歌唱の内的フィードバッ
ク能力についての実態調査 
音痴意識に関する質問紙調査と、生徒の内的フィードバック能力を含む歌唱技能に関する個
別調査を、2016 年、宮城県のＡ中学校全校生徒
318 名（１学年 103 名、２学年 124 名、３学年 91
名）を対象に実施した。 
①「音痴」意識に関して 
質問「あなた自身、自分を『音痴』だと思いま
すか？」に対して、「非常に『音痴』」に 11.0％、
「少 『々音痴』」に 36.8％、合計 47.8％の生徒が
自分自身を「音痴」だと思うと回答した（図１参
照）。 
学年別では、「非常に『音痴』」もしくは「少々
『音痴』」と回答した生徒は、１年生が 46.6％、
２年生が 52.4％、３年生が 42.9％となり、２年

 

図１ 質問：あなた自身、自分を「音痴」だと思いますか？ 



生が他の学年よりも自分自身を「音痴」だと意識している生徒の割合が高い結果となった。男女
別では、「非常に『音痴』」もしくは「少々『音痴』」と回答した生徒の割合は、男子は 52.7％、
女子は 45.7％となり、男子の方が女子よりも自分自身を「音痴」だと意識している割合が高か
った。 
② 音痴意識と内的フィードバックとの関連 
 ここでは、Ａ中学生の２年生 120 名（男子 65名、女子 55名）を対象に行った、歌唱の個別調
査（単音のピッチマッチと内的フィードバック）と音痴意識との関連について報告する（両調査
共に参加できた生徒を分析対象とした）。 
音痴意識については、120 名中「非常に『音痴』」もしくは「少々『音痴』」に 53.3％の生徒が
回答した。単音によるピッチマッチの課題で、３音すべて合わせられた生徒は 52.5％、１音も
合わせられない生徒は 15.8％だった。内的フィードバックができた生徒は 69.5％であった。音
痴意識がある群とない群とでは、内的フィードバックができるかどうについて有意差があり
（t=2.027, df=116, p<.05）、単音のピッチマッチができるかどうかについても、有意差がみら
れた（t=2.129, df=118, p<.05）。 
 
(2) 小・中学校における質問紙調査 
(1)の調査からは、47.8%の生徒が自分自身を「非常に」もしくは「少々」「音痴」だと思って
いることが明らかとなった。また、中学１年次ですでに 46.6%の生徒が自身を「音痴」だと思っ
ているという結果からは、中学入学前にどのくらいの児童が「音痴」意識を持っているのかを調
査する必要性が生じた。 
そこで、2017 年、宮城県と千葉県の国公立の研究協力校において、音痴意識に関する質問紙
調査を、中学校７校において各学年１クラス、計 679 名（１学年 229 名、２学年 218 名、３学年
232 名）、小学校２校の高学年の全クラス、計 418 名（５学年 219 名、６学年 199 名）を対象に
実施した。 
自分自身の歌唱について、中学生では 50.2％の生徒が、小学高学年では 33.9％の児童が、「非
常に『音痴』」もしくは「少々『音痴』」と思っていることが分かった。学年別の結果を図２に示
す。小学５年生と６年生の間で、「音痴」意識を持つ児童の割合が著しく増え（χ²=15.89, df=3, 
p<.01）、特に小学５年生と６年生の女子の間で差がみられた（χ²=10.25, df=3, p<.05）。小学
高学年の歌唱指導においては、男子の変声期の取り扱いに留意することは広く認識されている
が、本調査結果から、小学校高学年の女子の歌唱指導についても、十分な配慮が必要であること
が示唆された。 
中学生男子を対象とした変声に関す
る質問と、本人の「音痴」意識との関連
についての結果を図３に示す。「変声
前」「変声中」「変声後」「わからない」
と回答した生徒の、自分自身を「音痴」
だと思う生徒の割合、平均値に有意差
がみられないことから、男子が「音痴」
意識を持つ直接の原因として「変声」を
理由にすることは妥当ではないことが
明らかとなった。 
 
(3) 音痴意識を持つ中学生を対象とし
た事例指導 
研究協力校Ｂ中学校において、音痴
意識を持ち、歌唱指導を受けることを
希望する中学３年生の生徒 11 名（男子
５名、女子６名）を対象に、201X 年５
月に個別面談、７月に４日間連続（放課
後、１日約１時間）の個別・グループ指
導を実施した。指導プログラムは、ゲー
ム的要素を取り入れた発声練習、音高・
音程弁別、内的フィードバックができ
るための異なる音高を実感するワー
ク、同一音高で声を増幅させて共鳴感
覚を体感するワークなどである。 
本実践の結果、指導前は自分自身の
ことを「非常に『音痴』」と思う生徒が
４名、「少 『々音痴』」と思う生徒が７名
であったが、指導後は、自身を「非常に
『音痴』」だと思う生徒は０名、「少々
『音痴』」だと思う生徒が６名、「ほとん
ど『音痴ではない』」と思う生徒が５名

 
図２ あなた自身、自分を「音痴」だと思いますか？ 

 
図３ 変声と「音痴」意識との関連（中学生男子） 



となり、11名中９名について、「音痴」意識に変化がみられた。また、参加した生徒たちの内的
フィードバック能力とピッチマッチ能力を中心とした歌唱技能が向上した。さらに、「今のうち
からオンチを克服していると、日常から自分に自信がつくことにつながると思う」「以前より、
ためらわないで歌うことができた」「この４回のレッスンで、大きく成長できた。声域が広くな
ったり、周りの音を聞き分ける力がついたり、自信をもって歌えるようになったりと、自分にお
こった変化を、とてもうれしく感じた」「少しずつ自信を持って声量を増やして歌うことができ
るようになった」など、歌うことに対する自信、意欲など心理面における変化もみられた。 
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Inferiority Complex toward Singing in Japanese Teacher Training Course University Students: Comparative Analysis of
Questionnaire Results on Onchi Consciousness in 2000 and 2013
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 ３．書名

 ３．書名

新版　教員養成課程　中学校・高等学校音楽科教育法

新版　教員養成課程　小学校音楽科教育法

中学校・高等教員養成課程用　最新・中等科音楽教育法
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６．研究組織

取材協力：「音痴」『Newton別冊　体と科学知識　体質編 』（2018年）ニュートンプレス　　 
教材監修：ベネッセ「進研ゼミチャレンジ4年生」（2019年11月号） 『わくわく発見BOOK』 「きたぱたがゆく！キミの疑問大調査！　オンチはこく服できるの
か」

所属研究機関・部局・職
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氏名
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（研究者番号）
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 ２．出版社
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さらば! オンチ・コンプレックス　ユキ&ケンと一緒に学ぼう! 〈OBATA METHOD〉によるオンチ克服指導法

 ５．総ページ数

小畑 千尋
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